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(57)【要約】
【課題】内視鏡画像を記憶する画像記憶装置において、
より一層の省電力化を実現する。
【解決手段】画像記憶装置は、内視鏡画像を取得する画
像取得部と、内視鏡画像を記憶可能な第１の記憶部と、
内視鏡画像を第１の記憶部に記憶させる第１の記憶制御
、を処理可能な記憶制御部と、内視鏡画像を記憶可能な
第２の記憶部と、内視鏡画像を第２の記憶部に記憶させ
る第２の記憶制御と、記憶制御とは異なる演算処理を行
う演算制御と、を処理可能な中枢制御部と、記憶制御部
及び中枢制御部に対して電源を供給可能であって、第１
の記憶部に記憶された内視鏡画像の容量が所定の容量未
満のときに、中枢制御部への電源の供給を制限する電源
供給部と、を備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡画像を取得する画像取得部と、
　前記内視鏡画像を記憶可能な第１の記憶部と、
　前記内視鏡画像を前記第１の記憶部に記憶させる第１の記憶制御、を処理可能な記憶制
御部と、
　前記内視鏡画像を記憶可能な第２の記憶部と、
　前記内視鏡画像を前記第２の記憶部に記憶させる第２の記憶制御と、記憶制御とは異な
る演算処理を行う演算制御と、を処理可能な中枢制御部と、
　前記記憶制御部及び前記中枢制御部に対して電源を供給可能であって、前記第１の記憶
部に記憶された前記内視鏡画像の容量が所定の容量未満のときに、前記中枢制御部への電
源の供給を制限する電源供給部と、
　を備えることを特徴とする画像記憶装置。
【請求項２】
　前記第１の記憶制御において前記第１の記憶部に記憶させる前記内視鏡画像は、前記画
像取得部から出力された前記内視鏡画像であり、
　前記第２の記憶制御において前記第２の記憶部に記憶させる前記内視鏡画像は、前記第
１の記憶部から出力された前記内視鏡画像であり、
　前記記憶制御部は、
　　前記第１の記憶部に記憶された前記内視鏡画像の容量を監視して、
　　当該容量が前記所定の容量未満のとき、前記第１の記憶部への前記内視鏡画像の記憶
を継続し、
　　当該容量が前記所定の容量以上のとき、前記第１の記憶部に記憶された前記内視鏡画
像を前記中枢制御部へ出力させる、
　ことを特徴とする請求項１に記載の画像記憶装置。
【請求項３】
　前記電源供給部を制御する電源制御部、を更に備え、
　前記記憶制御部は、前記第１の記憶部に記憶された前記内視鏡画像の容量に関する情報
を前記電源制御部へ通知し、
　前記電源制御部は、
　　当該容量が前記所定の容量未満のとき、前記中枢制御部への電源の供給を制限させる
ための制御を前記電源供給部に対して行い、
　　当該容量が前記所定の容量以上のとき、前記制限を解除させるための制御を前記電源
供給部に対して行う、
　ことを特徴とする請求項２に記載の画像記憶装置。
【請求項４】
　前記中枢制御部への電源の供給を制限させるための制御は、前記中枢制御部への電源の
供給を停止させるための制御であり、
　前記制限を解除させるための制御は、前記中枢制御部への電源の供給を開始させるため
の制御である、
　ことを特徴とする請求項３に記載の画像記憶装置。
【請求項５】
　前記中枢制御部の処理状態に関する情報を保持可能な状態保持部、を更に備え、
　前記中枢制御部は、
　　電源の供給が制限される旨が通知されたとき、前記処理状態に関する情報を前記状態
保持部に出力して保持させ、
　　前記制限が解除される旨が通知されたとき、前記状態保持部に保持された前記処理状
態に関する情報を取得して当該中枢制御部の処理状態を復元する、
　ことを特徴とする請求項３に記載の画像記憶装置。
【請求項６】
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　前記中枢制御部の処理状態に関する情報を保持可能な状態保持部、を更に備え、
　前記状態保持部は、
　　前記中枢制御部への電源の供給が制限される旨が通知されたとき、前記中枢制御部の
処理状態に関する情報を前記中枢制御部から取得して保持し、
　　前記制限が解除される旨が通知されたとき、保持した前記処理状態に関する情報を前
記中枢制御部へ出力する、
　ことを特徴とする請求項３に記載の画像記憶装置。
【請求項７】
　前記電源供給部は、
　電気が蓄えられるバッテリーを有し、
　前記記憶制御部及び前記中枢制御部は、前記バッテリーから供給される電力に依り駆動
する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の画像記憶装置。
【請求項８】
　前記記憶制御とは異なる演算処理は、前記内視鏡画像に対する画像処理を含み、
　前記第１の記憶制御において前記第１の記憶部に記憶させる前記内視鏡画像は、前記画
像取得部から出力された前記内視鏡画像であり、
　前記第２の記憶制御において前記第２の記憶部に記憶させる前記内視鏡画像は、前記第
１の記憶部から出力された前記内視鏡画像、又は、前記第１の記憶部から出力された前記
内視鏡画像に対して前記画像処理が行われた後の内視鏡画像であり、
　前記記憶制御部は、
　　前記第１の記憶部に記憶された前記内視鏡画像の容量を監視して、
　　当該容量が前記所定の容量未満のとき、前記第１の記憶部への前記内視鏡画像の記憶
を継続し、
　　当該容量が前記所定の容量以上のとき、前記第１の記憶部に記憶された前記内視鏡画
像を前記中枢制御部へ出力させる、
　ことを特徴とする請求項１に記載の画像記憶装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡画像を記憶する画像記憶装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、画像を記憶する画像記憶装置においては、省電力化を可能にした画像記憶装置が
知られている。
　例えば、特許文献１には、セキュリティを高くしつつ省電力化を図ることができる画像
記録装置が提案されている。この特許文献１には、メインＣＰＵに接続されたメインメモ
リに記憶された画像データが、画像処理ＣＰＵに接続された画像処理作業メモリに転送さ
れて駆動データに変換され、セキュア印刷に係る認証情報が入力される前に、スリープモ
ードが開始されるに先だって、画像処理作業メモリに記憶された駆動データをメインメモ
リに退避させ、画像処理ＣＰＵ及び画像処理作業メモリに供給する電力を遮断し、スリー
プモードが解除されると、メインメモリに退避させた駆動データを画像処理作業メモリに
復帰させる、等といったことが開示されている。
【０００３】
　また、内視鏡画像を記憶する画像記憶装置においては、装置内部の中枢制御を司るＣＰ
Ｕ回路の動作周波数を下げることに依り省電力化を可能にした画像記憶装置が知られてい
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
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【特許文献１】特開２０１４－６１７０９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　内視鏡画像を記憶する画像記憶装置においては、ＣＰＵ回路の動作周波数を下げること
に依り省電力化が可能になるものの、外部から入力される内視鏡画像をロスなく記憶する
必要があるためにＣＰＵ回路への電力供給を常に行わなければならず、十分な省電力化を
実現することができなかった。
【０００６】
　本発明は、上記実状に鑑み、内視鏡画像を記憶する画像記憶装置であって、より一層の
省電力化を実現することができる画像記憶装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の第１の態様は、画像記憶装置であって、内視鏡画像を取得する画像取得部と、
前記内視鏡画像を記憶可能な第１の記憶部と、前記内視鏡画像を前記第１の記憶部に記憶
させる第１の記憶制御、を処理可能な記憶制御部と、前記内視鏡画像を記憶可能な第２の
記憶部と、前記内視鏡画像を前記第２の記憶部に記憶させる第２の記憶制御と、記憶制御
とは異なる演算処理を行う演算制御と、を処理可能な中枢制御部と、前記記憶制御部及び
前記中枢制御部に対して電源を供給可能であって、前記第１の記憶部に記憶された前記内
視鏡画像の容量が所定の容量未満のときに、前記中枢制御部への電源の供給を制限する電
源供給部と、を備えることを特徴とする。
【０００８】
　本発明の第２の態様は、第１の態様において、前記第１の記憶制御において前記第１の
記憶部に記憶させる前記内視鏡画像は、前記画像取得部から出力された前記内視鏡画像で
あり、前記第２の記憶制御において前記第２の記憶部に記憶させる前記内視鏡画像は、前
記第１の記憶部から出力された前記内視鏡画像であり、前記記憶制御部は、前記第１の記
憶部に記憶された前記内視鏡画像の容量を監視して、当該容量が前記所定の容量未満のと
き、前記第１の記憶部への前記内視鏡画像の記憶を継続し、当該容量が前記所定の容量以
上のとき、前記第１の記憶部に記憶された前記内視鏡画像を前記中枢制御部へ出力させる
、ことを特徴とする。
【０００９】
　本発明の第３の態様は、第２の態様において、前記電源供給部を制御する電源制御部、
を更に備え、前記記憶制御部は、前記第１の記憶部に記憶された前記内視鏡画像の容量に
関する情報を前記電源制御部へ通知し、前記電源制御部は、当該容量が前記所定の容量未
満のとき、前記中枢制御部への電源の供給を制限させるための制御を前記電源供給部に対
して行い、当該容量が前記所定の容量以上のとき、前記制限を解除させるための制御を前
記電源供給部に対して行う、ことを特徴とする。
【００１０】
　本発明の第４の態様は、第３の態様において、前記中枢制御部への電源の供給を制限さ
せるための制御は、前記中枢制御部への電源の供給を停止させるための制御であり、前記
制限を解除させるための制御は、前記中枢制御部への電源の供給を開始させるための制御
である、ことを特徴とする。
【００１１】
　本発明の第５の態様は、第３の態様において、前記中枢制御部の処理状態に関する情報
を保持可能な状態保持部、を更に備え、前記中枢制御部は、電源の供給が制限される旨が
通知されたとき、前記処理状態に関する情報を前記状態保持部に出力して保持させ、前記
制限が解除される旨が通知されたとき、前記状態保持部に保持された前記処理状態に関す
る情報を取得して当該中枢制御部の処理状態を復元する、ことを特徴とする。
【００１２】
　本発明の第６の態様は、第３の態様において、前記中枢制御部の処理状態に関する情報
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を保持可能な状態保持部、を更に備え、前記状態保持部は、前記中枢制御部への電源の供
給が制限される旨が通知されたとき、前記中枢制御部の処理状態に関する情報を前記中枢
制御部から取得して保持し、前記制限が解除される旨が通知されたとき、保持した前記処
理状態に関する情報を前記中枢制御部へ出力する、ことを特徴とする。
【００１３】
　本発明の第７の態様は、第１の態様において、前記電源供給部は、電気が蓄えられるバ
ッテリーを有し、前記記憶制御部及び前記中枢制御部は、前記バッテリーから供給される
電力に依り駆動する、ことを特徴とする。
【００１４】
　本発明の第８の態様は、第１の態様において、前記記憶制御とは異なる演算処理は、前
記内視鏡画像に対する画像処理を含み、前記第１の記憶制御において前記第１の記憶部に
記憶させる前記内視鏡画像は、前記画像取得部から出力された前記内視鏡画像であり、前
記第２の記憶制御において前記第２の記憶部に記憶させる前記内視鏡画像は、前記第１の
記憶部から出力された前記内視鏡画像、又は、前記第１の記憶部から出力された前記内視
鏡画像に対して前記画像処理が行われた後の内視鏡画像であり、前記記憶制御部は、前記
第１の記憶部に記憶された前記内視鏡画像の容量を監視して、当該容量が前記所定の容量
未満のとき、前記第１の記憶部への前記内視鏡画像の記憶を継続し、当該容量が前記所定
の容量以上のとき、前記第１の記憶部に記憶された前記内視鏡画像を前記中枢制御部へ出
力させる、ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明に依れば、内視鏡画像を記憶する画像記憶装置において、より一層の省電力化を
実現することができる、という効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】一実施の形態に係る画像記憶装置の構成例を示す図である。
【図２】一実施の形態に係る画像記憶装置において、バッファメモリに記憶された内視鏡
画像の容量に関する情報の通知が行われたときに実行される処理の一例を示すフローチャ
ートである。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、図面を参照しながら、本発明の実施の形態について説明する。
　図１は、一実施の形態に係る画像記憶装置の構成例を示す図である。
　図１に示した画像記憶装置１は、医療分野で使用される画像記憶装置であって、内視鏡
画像を記憶する画像記憶装置である。
【００１８】
　図１に示したとおり、画像記憶装置１は、入力インターフェース回路２、バッファメモ
リ３、バッファ回路４、ＨＤＤ（Hard Disk Drive）５、ＬＣＤ（Liquid Crystal Displa
y）パネル６、通信インターフェース回路７、ＣＰＵ（Central Processing Unit）回路８
、電源制御回路９、電源供給回路１０、及びＣＰＵ状態保持回路１１を備える。
【００１９】
　入力インターフェース回路２は、画像記憶装置１の外部から入力される内視鏡画像を取
得する回路である。ここで、画像記憶装置１の外部から入力される内視鏡画像は、例えば
、カプセル内視鏡、軟性内視鏡、又は硬性内視鏡等の、撮像部を備える内視鏡から無線又
は有線に依り入力される内視鏡画像である。
【００２０】
　バッファメモリ３は、内視鏡画像を記憶可能なメモリである。バッファメモリ３は、例
えば、ＲＡＭ（Random access memory）である。
　バッファ回路４は、入力インターフェース回路２が取得した内視鏡画像をバッファメモ
リ３に記憶させる記憶制御を処理可能な記憶制御回路である。また、バッファ回路４は、
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バッファメモリ３に記憶された内視鏡画像の容量を監視して、当該容量が所定の容量未満
のときは、バッファメモリ３への内視鏡画像の記憶を継続し、当該容量が所定の容量以上
のときは、バッファメモリ３に記憶された内視鏡画像をＣＰＵ回路８へ出力させる。また
、バッファ回路４は、バッファメモリ３に記憶された内視鏡画像の容量に関する情報を電
源制御回路９へ通知する。例えば、バッファ回路４は、バッファメモリ３に記憶された内
視鏡画像の容量が、所定の容量未満から所定の容量以上に変化した時や、所定の容量以上
から所定の容量未満に変化した時に、その時の変化後の容量に関する情報を通知する。
【００２１】
　なお、上述の所定の容量及び以下に述べる所定の容量は、いずれも同じ容量であり、少
なくともバッファメモリ３の記憶容量以下の容量とされる。例えば、所定の容量は、バッ
ファメモリ３の空き容量が不足して内視鏡画像の記憶ができないという事態を避ける観点
から、バッファメモリ３の記憶容量よりも内視鏡画像１つ以上分の容量だけ少ない容量と
される。
【００２２】
　ＨＤＤ５は、内視鏡画像を記憶可能な記憶装置である。ＨＤＤ５の代わりに、ＳＳＤ（
Solid State Drive）等のフラッシュメモリを採用してもよい。
　ＬＣＤパネル６は、内視鏡画像を表示可能な表示装置である。
【００２３】
　通信インターフェース回路７は、有線又は無線に依りネットワークに接続され、ネット
ワークに接続された外部装置との間で通信を行う回路である。
　ＣＰＵ回路８は、バッファメモリ３から出力された内視鏡画像をＨＤＤ５に記憶させる
記憶制御と、記憶制御とは異なる演算処理を行う演算制御と、を処理可能な中枢制御回路
である。ここで、記憶制御として、バッファメモリ３から出力された内視鏡画像、又は、
バッファメモリ３から出力された内視鏡画像に対して画像処理が行われた後の内視鏡画像
、をＨＤＤ５に記憶させる記憶制御が行われてもよい。記憶制御とは異なる演算処理は、
例えば、バッファメモリ３から出力された内視鏡画像に対して行う画像処理や、内視鏡画
像をＬＣＤパネル６に表示させる処理や、内視鏡画像を通信インターフェース回路７から
外部装置へ送信させる処理を含む。また、ＣＰＵ回路８への電源の供給が制限される旨が
電源制御回路９から通知されたときにＣＰＵ回路８の処理状態に関する情報をＣＰＵ状態
保持回路１１に出力して保持させる処理や、ＣＰＵ回路８への電源の供給の制限が解除さ
れる旨が電源制御回路９から通知されたときにＣＰＵ回路８の処理状態に関する情報をＣ
ＰＵ状態保持回路１１から取得してＣＰＵ回路８の処理状態を復元する処理も含む。ここ
で、ＣＰＵ回路８の処理状態に関する情報は、例えば、ＣＰＵ回路８の処理中の内視鏡画
像が、一連の複数の内視鏡画像のうちの何番目の内視鏡画像であるか、等といった処理状
態に関する情報である。
【００２４】
　電源制御回路９は、電源供給回路１０を制御する。電源制御回路９は、バッファメモリ
３に記憶された内視鏡画像の容量に関する情報がバッファ回路４から通知されると、その
容量が、所定の容量未満であるか否かに応じて、次の処理及び通知を行う。バッファメモ
リ３に記憶された内視鏡画像の容量が所定の容量未満のときは、電源の供給が制限される
旨をＣＰＵ回路８へ通知すると共に、ＣＰＵ回路８への電源の供給を制限させるための制
御を電源供給回路１０に対して行う。ここで、ＣＰＵ回路８への電源の供給を制限させる
ための制御は、例えば、ＣＰＵ回路８への電源の供給を停止させるための制御、又は、Ｃ
ＰＵ回路８に供給される電源の電圧を通常時に比べて低電圧にさせるための制御等である
。一方、バッファメモリ３に記憶された内視鏡画像の容量が所定の容量未満でないとき、
即ち、その容量が所定の容量以上のときは、ＣＰＵ回路８への電源の供給の制限を解除さ
せるための制御を電源供給回路１０に対して行うと共に、ＣＰＵ回路８への電源の供給の
制限が解除される旨をＣＰＵ回路８へ通知する。
【００２５】
　電源供給回路１０は、バッファ回路４やＣＰＵ回路８等の画像記憶装置１内の各部に対
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して電源を供給可能な回路である。電源供給回路１０は、電気が蓄えられるバッテリー１
０ａを有し、バッファ回路４やＣＰＵ回路８等の画像記憶装置１内の各部は、バッテリー
１０ａから供給される電力に依って駆動する。電源供給回路１０は、電源制御回路９の制
御の下、例えば、バッファメモリ３に記憶された内視鏡画像の容量が所定の容量未満のと
きは、ＣＰＵ回路８への電源の供給を制限し、その容量が所定の容量以上のときは、ＣＰ
Ｕ回路８への電源の供給の制限を解除する。
【００２６】
　ＣＰＵ状態保持回路１１は、図示しないメモリを備え、ＣＰＵ回路８から出力されるＣ
ＰＵ回路８の処理状態に関する情報を保持する。
　次に、画像記憶装置１において実行される処理について説明する。
【００２７】
　ここで説明する処理では、電源制御回路９が、ＣＰＵ回路８への電源の供給を制限させ
るための制御として、ＣＰＵ回路８への電源の供給を停止させるための制御を行うものと
する。
　画像記憶装置１では、外部から入力される内視鏡画像を入力インターフェース回路２が
取得すると、その内視鏡画像をバッファ回路４がバッファメモリ３に記憶する。
【００２８】
　また、バッファ回路４は、バッファメモリ３に記憶された内視鏡画像の容量を監視して
いて、当該容量が所定の容量未満のときは、上述のバッファメモリ３への内視鏡画像の記
憶を継続して行い、当該容量が所定の容量以上のときは、バッファメモリ３に記憶された
内視鏡画像をＣＰＵ回路８へ出力させる。但し、この出力は、後述する処理に依りＣＰＵ
回路８への電源の供給が開始された後に行われる。
【００２９】
　また、バッファ回路４は、バッファメモリ３に記憶された内視鏡画像の容量に関する情
報を電源制御回路９へ通知する。ここでは、バッファメモリ３に記憶された内視鏡画像の
容量が、所定の容量未満から所定の容量以上に変化した時や、所定の容量以上から所定の
容量未満に変化した時に、その時の変化後の容量に関する情報が通知されるものとする。
【００３０】
　この通知に応じて、画像記憶装置１では、図２に示す処理が実行される。
　図２は、一実施の形態に係る画像記憶装置において、バッファメモリに記憶された内視
鏡画像の容量に関する情報の通知が行われたときに実行される処理の一例を示すフローチ
ャートである。
【００３１】
　図２に示したとおり、本処理が開始すると、まず、バッファメモリ３に記憶された内視
鏡画像の容量に関する情報が通知された電源制御回路９は、その容量が、所定の容量未満
であるか否かを判定する（Ｓ２０１）。
【００３２】
　Ｓ２０１の判定結果がＹＥＳの場合、電源制御回路９は、電源の供給が停止される旨を
ＣＰＵ回路８へ通知する（Ｓ２０２）。この通知を受けたＣＰＵ回路８は、当該ＣＰＵ回
路８の処理状態に関する情報をＣＰＵ状態保持回路１１へ出力して保持させる（Ｓ２０３
）。次に、電源制御回路９は、ＣＰＵ回路８への電源の供給を停止させるための制御を電
源供給回路１０に対して行う（Ｓ２０４）。これに依り、ＣＰＵ回路８への電源の供給が
停止する。
【００３３】
　一方、Ｓ２０１の判定結果がＮＯの場合、電源制御回路９は、ＣＰＵ回路８への電源の
供給を開始させるための制御を電源供給回路１０に対して行う（Ｓ２０５）。これに依り
、ＣＰＵ回路８への電源の供給が開始する。次に、電源制御回路９は、ＣＰＵ回路８への
電源の供給が開始される旨をＣＰＵ回路８へ通知する（Ｓ２０６）。この通知を受けたＣ
ＰＵ回路８は、当該ＣＰＵ回路８の処理状態に関する情報をＣＰＵ状態保持回路１１から
取得し、当該ＣＰＵ回路８の処理状態を復元する（Ｓ２０７）。これにより、ＣＰＵ回路
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８の処理状態が、ＣＰＵ回路８への電源の供給が停止される前の状態に戻る。
【００３４】
　そして、Ｓ２０４又はＳ２０７の後、本処理が終了する。
　図２に示した処理に依れば、バッファメモリ３に記憶された内視鏡画像の容量が所定の
容量未満のときは、ＣＰＵ回路８への電源の供給が停止され、その容量が所定の容量以上
のときは、ＣＰＵ回路８への電源の供給が開始される。
【００３５】
　電源の供給が開始されたＣＰＵ回路８は、バッファ回路４に依ってバッファメモリ３か
ら出力された内視鏡画像をＨＤＤ５に記憶する。又は、バッファ回路４に依ってバッファ
メモリ３から出力された内視鏡画像に対して画像処理を行い、その画像処理後の内視鏡画
像をＨＤＤ５に記憶する。
【００３６】
　画像記憶装置１において実行される上述の処理によれば、バッファメモリ３に記憶され
た内視鏡画像の容量が所定の容量未満のときは、外部から入力される内視鏡画像の、バッ
ファメモリ３への記憶が継続して行われると共に、ＣＰＵ回路８への電源の供給が停止さ
れる。このときは、バッファメモリ３からＣＰＵ回路８への内視鏡画像の出力が行われな
いので、ＣＰＵ回路８への電源の供給が停止されても内視鏡画像がロスすることはない。
一方、バッファメモリ３に記憶された内視鏡画像の容量が所定の容量以上のときは、ＣＰ
Ｕ回路８への電源の供給が開始されると共に、バッファメモリ３からＣＰＵ回路８への内
視鏡画像の出力が行われる。このときは、ＣＰＵ回路８への電源の供給が行われているの
で、ＣＰＵ回路８は、内視鏡画像をロスすることなく、ＨＤＤ５への内視鏡画像の記憶等
を行うことができる。
【００３７】
　以上、本実施形態によれば、内視鏡画像を記憶する画像記憶装置１において、内視鏡画
像をロスすることなく、より一層の省電力化を実現することができる。
　なお、本実施形態においては、各種の変形が可能である。
【００３８】
　例えば、電源制御回路９は、電源の供給が制限される旨の通知や、電源の供給の制限が
解除される旨の通知を、ＣＰＵ回路８に対して行う代わりにＣＰＵ状態保持回路１１に対
して行ってもよい。そして、ＣＰＵ状態保持回路１１は、電源の供給が制限される旨が通
知されたときは、ＣＰＵ回路８の処理状態に関する情報をＣＰＵ回路８から取得して保持
し、電源の供給の制限が解除される旨が通知されたときは、保持しているＣＰＵ回路８の
処理状態に関する情報をＣＰＵ回路８へ出力してもよい。
【００３９】
　また、例えば、電源供給回路１０を室内の壁面等に設けられた電源コンセントと電源ケ
ーブルに依り接続し、電源供給回路１０が画像記憶装置１内の各部へ供給する電力を、バ
ッテリー１０ａの代わりに電源コンセントから供給する構成としてもよい。
【００４０】
　以上、本発明は、上記実施形態にそのまま限定されるものではなく、実施段階ではその
要旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、上記実施形態に開示さ
れている複数の構成要素の適宜な組み合わせに依り、様々の発明を形成できる。例えば、
実施形態に示される全構成要素のいくつかの構成要素を削除してもよい。さらに、異なる
実施形態にわたる構成要素を適宜組み合わせてもよい。
【符号の説明】
【００４１】
１　　　　　画像記憶装置
２　　　　　入力インターフェース回路
３　　　　　バッファメモリ
４　　　　　バッファ回路
５　　　　　ＨＤＤ
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６　　　　　ＬＣＤパネル
７　　　　　通信インターフェース回路
８　　　　　ＣＰＵ回路
９　　　　　電源制御回路
１０　　　　電源供給回路
１０ａ　　　バッテリー
１１　　　　ＣＰＵ状態保持回路

【図１】 【図２】
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